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１．はじめに 

 鉄道駅部の線間等、狭隘部に柱を構築する場合、従来、鋼や CFT 構造が多く用いられてきたが、ｺｽﾄ低減の観点

から型枠とせん断補強鋼材兼用の鋼管内に、ｺﾝｸﾘｰﾄと軸方向鉄筋（鉄筋比 20％程度）を配置した構造高密度 RC 柱

構造が開発された 1)。本構造において柱高さの高い柱や空頭制限がある箇所で施工を行う場合、径の異なる 2 本の

鋼管をソケット方式により接合する構造がある。ソケット方式は、接合部及び柱部材の鋼材及び鉄筋の加工度が小

さく、可搬性、経済性に優れ、柱建込み時の施工誤差を接合部で吸収できるため施工性も優れている。本研究では、

本構造に正負交番載荷を実施し、実験的検討を行った。 

２．実験概要  

（1）実験体の形状と寸法 

 実験体形状寸法を図-1 に、試験のパラメータ

ーを表-1 に示す。図-1、2 に示すように、径の

異なる鋼管（φ267.4mm，φ355.6mm）をソケッ

ト方式により接合する構造 3）とした。また、フ

ーチングとの接続は，本構造を実際に採用した

場合の接続方法として考えており、2D（D：細

径の鋼管径）の挿入長を確保したソケット式接

合した。また、ソケット部の定着長はグループ

①（T1～3）を 2D、グループ②（T4～6）を 3D

とした。太径の鋼管厚さ t1は各グループにおい

て、3.5、6.4、12.7mm とした。既往の研究 2)か

ら、継手構造部への鉄筋の定着を 20φ以上確保

することで耐力を確保できることが分かっているので、図-1 のように鉄筋の定着長を 20φとした。なお、ソケット

部を補強するための鋼管等は設けていない。 

（2）載荷方法及び計測項目 

載荷は、フーチング天端から 1070mm(T1～3)、1604mm(T4～6)の位置を載荷点とした正負交番載荷で行った。実

験は変位制御で行い、太径鋼管で計測されるひずみが降伏ひずみに達した変位を 1δ（以下、降伏変位という）とし、

以降は、正負に載荷するごとに整数倍で制御することとする。 

３．実験結果  

（1）荷重-変位関係 

図-3 に各実験体の荷重―変位関係を示す。実験により、T4 を除くいずれのタイプも降伏変位の 10 倍以上有する。

荷重‐変位関係に関しては、ソケット長による影響は見られなかった。一方、鋼管厚さによる影響については、鋼

板厚さ 3.5mm と 6.4mm では最大荷重があがり、6.4mm と 12.7mm との比較では太径降伏荷重及び最大荷重が大幅に

大きくなることが確認された。計測グラフの形状としては、T6 は CFT の基本性状の紡錘型に近い形状のグラフを、

T1～5 に関してはスリップ型の曲線を示した。 
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表-1 試験体パラメーター 
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図-1 試験体イメージ図

図-2 実験体形状寸法（単位：mm）
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  （2）損傷状況 

 荷重-変位関係に関しては、ソケット長による影響は見られなかったが、損傷状況としては、グループ①、②で違

いがみられた。グループ①では載荷開始後、載荷面側において太径鋼管とフーチングの境界部が降伏した後、載荷

面の反対側の太径鋼管の上端部が降伏した。その後、ソケット部上端部が朝顔状に広がり、細径鋼管とモルタルの

間に隙間が発生した。その後、その隙間が拡大しながら最大荷重に達し、緩やかに荷重低下した。荷重低下後、太

径鋼管とフーチングの境界部で太径鋼管がはらみ出しはじめ、鋼管が破断し脆性的に荷重が低下した。グループ②

では、破断までの流れは、グループ①と同じであるものの、ソケット部上部の細径鋼管とモルタルの間の隙間はほ

とんど発生しなかった。 

（3）破壊形態の分類 

 前述の損傷状況からグループ①、②の破壊形態は 2 つに分類できる。グループ①のように、ソケット上下端で支

圧による変形が発生して破壊するタイプと、ループ②のように、柱基部のみに変形が集中するタイプに分類される。

破壊形態の違いに関しては、グループ①、②で分けられることから、ソケット部の定着長が関係していると考えら

れる。図-4 にそれぞれの破壊形態を示す。 

（4）太径鋼管のひずみ 

 グループ①、②の太径鋼管のひずみの例を図-5 に示す。 グル

ープ①では、太径鋼管基部と上端部のどちらにもひずみ が発

生した。一方で、グループ②では、太径鋼管下部のみひ ずみ

が発生した。この結果からも、ソケット長の長さの 

違いによって、破壊形態が変わることが分かる。 

（5）鉄筋のひずみ 

 ソケット部における太径鋼管内部の鉄筋については、T3、T6 以外の鉄筋が降伏ひずみに達していなかった。この

ことから、鋼管厚が薄い場合は、鉄筋が最大限の性能を発揮する前に鋼管が破断すると考えられる。一方で、鋼管

厚が厚い場合は、鋼管が厚い分最大荷重が上がるので、鉄筋が降伏するものと考えられる。 

4．まとめ  

 今回の実験的研究により、本構造形式は T4 を除くいずれのタイプも降伏変位の 10 倍以上有していることが分か

った。実験体のタイプの違いでは、ソケット部の定着長の違いで破壊性状及び破壊形態が分かれる。また、鋼管厚

の違いにより、鉄筋の性能発揮に違いが生じるという知見が得られた。 
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図-4 破壊形状の違い 
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図-3 荷重-変位関係 

図-5 太径鋼管の高さ別鉛直ひずみ分布 
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